
　
北
大
消
化
器
外
科
学
教
室
Ⅱ
（
平
野
聡
教
授
）
は
、
本
道
で
不
足
す
る
外
傷
外
科
医
を
育
成
し
、
地
域
に
お
け
る
外

傷
救
命
を
充
実
さ
せ
る
シ
ス
テ
ム
「
Ｈ
ｕ
ｂ
＆
Ｓ
ｐ
ｏ
ｋ
ｅ
ｓ
（
Ｈ
＆
Ｓ
ｓ
）」
の
整
備
資
金
を
募
る
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン

デ
ィ
ン
グ
（
Ｃ
Ｆ
）
に
挑
戦
中
だ
。
今
月
29
日
ま
で
１
千
万
円
以
上
の
目
標
額
を
掲
げ
て
お
り
、
達
成
で
き
れ
ば
地
域

で
初
期
治
療
を
担
う
外
科
医
が
適
切
な
技
術
を
習
得
す
る
研
修
や
、
症
例
数
が
多
い
国
内
外
病
院
で
手
術
経
験
を
積
む

研
修
の
費
用
、
効
率
的
な
講
習
法
の
開
発
費
な
ど
に
充
て
る
。
平
野
教
授
は
「
広
域
な
本
道
の
各
地
で
発
生
し
た
重
症

外
傷
を
救
命
に
つ
な
げ
る
た
め
に
は
、
地
域
の
一
般
外
科
医
が
初
期
対
応
能
力
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
重
要
。
本
道
の

地
域
医
療
を
充
実
さ
せ
る
教
育
・
救
命
体
制
整
備
に
ぜ
ひ
力
を
貸
し
て
ほ
し
い
」
と
訴
え
て
い
る
。

Ｃ
Ｆ
挑
戦
、地
域
の
救
命
向
上
へ

　
来
年
で
開
講
１
０
０
周
年

を
迎
え
る
同
教
室
は
、
難
治

消
化
器
が
ん
の
最
先
端
治
療

に
取
り
組
む
高
度
専
門
外
科

医
を
輩
出
す
る
一
方
、
生
命

に
か
か
わ
る
体
幹
部
外
傷
等

の
救
急
外
科
診
療
に
つ
い
て

も
、
全
外
科
医
が
基
本
と
し

て
持
つ
べ
き
重
要
な
資
質
と

捉
え
、
教
室
の
伝
統
と
し
て

教
育
に
力
を
入
れ
て
き
た
。

　
地
域
で
は
長
年
、
大
学
外

科
学
教
室
か
ら
派
遣
さ
れ
た

医
師
が
交
通
事
故
や
災
害
等

に
よ
る
重
症
外
傷
の
手
術
や

初
期
治
療
を
担
っ
て
き
た
。

「
第
２
次
交
通
戦
争
を
経
験

し
た
ベ
テ
ラ
ン
医
師
は
豊
富

な
経
験
を
有
し
て
い
る
が
、

近
年
は
交
通
事
故
が
減
り
、

そ
れ
自
体
は
喜
ば
し
い
こ
と

だ
が
、
若
手
外
科
医
の
外
傷

手
術
経
験
は
激
減
し
た
」
と

平
野
教
授
は
憂
慮
す
る
。

　
し
か
し
交
通
事
故
は
ゼ
ロ

に
は
な
ら
ず
、
地
震
等
の
災

害
も
ひ
と
た
び
発
生
す
れ
ば

多
く
の
重
症
外
傷
患
者
が
生

ま
れ
る
。
刃
物
や
銃
器
を
用

い
た
殺
傷
事
件
も
ま
れ
に
発

生
し
、
地
域
の
外
科
医
が
重

症
外
傷
に
遭
遇
す
る
機
会
が

な
く
な
る
こ
と
は
な
い
。「
い

ざ
と
い
う
時
に
備
え
、
常
に

３
月
に
開
い
た
講
習
会
に
は
、
全
国
か
ら
約
40
人
の
外
科

医
や
救
急
医
が
参
加
。
献
体
を
用
い
た
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に

は
国
か
ら
補
助
金
が
出
る
が
、
そ
れ
で
も
１
人
数
十
万
円

を
負
担
し
な
け
れ
ば
十
分
な
教
育
を
受
け
ら
れ
な
い

ン
グ
さ
え
受
け
れ
ば
習
得
可

能
だ
と
い
う
。

　
　
　
　
　
◆

　
同
教
室
が
本
道
の
地
域
に

お
け
る
重
症
外
傷
患
者
救
命

シ
ス
テ
ム
と
し
て
期
待
す
る

の
が
、
本
道
と
地
域
特
性
が

類
似
す
る
欧
米
諸
国
で
採
用

さ
れ
て
い
る
「
Ｈ
＆
Ｓ
ｓ
」

だ
。
事
故
現
場
直
近
の
地
域

病
院
（
ス
ポ
ー
ク
病
院
）
で

ダ
メ
ー
ジ
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
手

術
等
に
よ
る
患
者
の
止
血
と

全
身
状
態
の
安
定
化
を
図

り
、
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
な
ど
で

中
核
都
市
の
救
命
救
急
セ
ン

タ
ー
や
大
学
病
院
等
の
高
次

病
院
（
ハ
ブ
病
院
）
に
搬
送

し
、
根
本
的
手
術
や
集
中
治

療
を
行
う
＝
図
＝
。

　
こ
の
シ
ス
テ
ム
が
有
効
に

機
能
す
る
に
は
、
地
域
病
院

で
ダ
メ
ー
ジ
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

手
術
等
を
適
切
に
行
え
る
外

科
医
の
存
在
が
不
可
欠
だ
。

同
教
室
は
科
学
研
究
費
助

成
事
業
で
一
般
外
科
医
向
け

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
コ
ー
ス
を
開

発
し
、
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
や

献
体
、
動
物
な
ど
を
用
い
た

教
育
を
行
っ
て
い
る
。
し
か

し
参
加
者
に
数
十
万
円
の
費

用
負
担
を
強
い
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
ほ
か
、
主
催
側
で
も

開
催
費
の
持
ち
出
し
が
発
生

し
、
十
分
な
回
数
の
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
を
提
供
で
き
て
い
な

い
の
が
実
情
だ
。
ま
た
、
重

症
患
者
を
受
け
入
れ
る
高
次

病
院
の
外
科
医
に
も
専
門
教

育
が
求
め
ら
れ
、
国
内
外
の

ハ
イ
ボ
リ
ュ
ー
ム
病
院
へ
の

研
修
派
遣
が
必
要
と
な
る
。

　
「
何
十
万
円
も
払
っ
て
、

年
１
回
あ
る
か
な
い
か
の
事

態
に
備
え
る
意
味
が
あ
る
の

か
と
い
う
考
え
も
あ
る
か
も

し
れ
な
い
が
、
実
際
に
重
症

外
傷
患
者
が
運
ば
れ
て
き
た

際
、
患
者
を
前
に
立
ち
尽
く

す
外
科
医
が
い
て
は
な
ら
な

い
」
と
平
野
教
授
は
強
調
。

「
用
意
さ
れ
た
医
療
資
源
を

超
え
た
患
者
が
来
る
の
が
災

害
の
定
義
。
へ
き
地
で
は
患

者
が
１
人
来
た
だ
け
で
災
害

か
も
し
れ
な
い
。
こ
う
し
た

状
況
を
打
破
し
た
い
」
と
村

上
助
教
も
力
を
込
め
る
。

　
　
　
　
　
◆

　
「
Ｈ
＆
Ｓ
ｓ
は
、
広
域
に

中
規
模
の
医
療
施
設
が
点
在

す
る
本
道
に
最
適
な
シ
ス
テ

ム
。
全
国
の
類
似
地
域
に
お

け
る
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
に
も
な

り
得
る
」
と
村
上
助
教
。
数

年
前
、
シ
ス
テ
ム
が
構
築
さ

れ
た
場
合
の
実
効
性
を
確
信

す
る
事
例
が
あ
っ
た
。
道
内

の
離
島
で
交
通
事
故
に
よ
る

重
症
外
傷
患
者
が
発
生
し
た

際
、
救
急
診
療
に
た
け
た
現

地
医
師
が
適
切
な
処
置
を
行

っ
た
後
に
自
衛
隊
機
で
患
者

を
搬
送
、
北
大
病
院
で
の
手

術
で
無
事
救
命
に
至
っ
た
。

　
同
教
室
は
こ
う
し
た
理
想

を
追
求
す
る
た
め
の
端
緒
と

し
て
、
社
会
へ
広
く
寄
付
を

求
め
る
Ｃ
Ｆ
へ
の
挑
戦
を
決

め
た
。
北
大
は
Ｃ
Ｆ
サ
イ
ト

「
Ｒ
Ｅ
Ａ
Ｄ
Ｙ
Ｆ
Ｏ
Ｒ
」
と

提
携
し
て
研
究
等
へ
の
寄
付

金
を
募
っ
て
お
り
、
同
教
室

も
大
学
の
認
定
を
受
け
て
３

月
か
ら
募
集
を
始
め
た
。

　
テ
ー
マ
は「
北
海
道
の『
避

け
ら
れ
た
外
傷
死
』
を
撲
滅

す
る
─
外
傷
外
科
医
育
成
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」。
一
般
の
人

に
も
分
か
り
や
す
く
、
広
く

訴
求
す
る
た
め
、
正
式
な
医

学
用
語
で
は
な
い
「
外
傷
救

命
」
を
前
面
に
出
し
、「
特

別
な
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
が
必
要

で
す
」
と
訴
え
て
い
る
。
教

室
の
懸
命
の
Ｐ
Ｒ
に
一
般
メ

デ
ィ
ア
も
注
目
し
、
市
民
に

も
地
域
医
療
の
重
要
テ
ー
マ

と
認
識
さ
れ
た
結
果
、
当

初
目
標
額
の
５
０
０
万
円
は

１
カ
月
足
ら
ず
で
ク
リ
ア
し

た
。

　
平
野
教
授
は
「
ま
ず
は
寄

付
金
を
確
実
に
獲
得
す
る
た

め
、
10
人
以
上
の
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
を
賄
え
る
金
額
を
目
標

に
設
定
し
、
無
事
に
達
成
で

き
た
。
だ
が
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
目
的
は
一
部
の
外
科
医
の

実
力
向
上
に
と
ど
ま
ら
ず
、

地
域
で
働
く
外
科
医
の
た

め
の
教
育
シ
ス
テ
ム
の
整
備

だ
」
と
強
調
す
る
。

　
第
２
目
標
額
と
し
て
１
千

万
円
を
掲
げ
、
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
コ
ー
ス
の
多
数
開
催
や
国

内
外
病
院
へ
の
研
修
派
遣
を

目
指
す
ほ
か
、
さ
ら
に
そ
の

先
の
Ｈ
＆
Ｓ
ｓ
シ
ス
テ
ム
整

備
、
医
療
後
進
国
等
に
外
科

教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
す

る
グ
ロ
ー
バ
ル
サ
ー
ジ
ャ
リ

ー
も
見
据
え
て
い
る
。
同
教

室
の
Ｃ
Ｆ
サ
イ
ト
はhttp

s://ready
for.jp

/p
rojects/surg2-hok
udai

。
ま
た
は
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
。

技
術
と
心
構
え
を
有
し
て
い

る
必
要
が
あ
る
」
と
、
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
リ
ー
ダ
ー
の
村
上

壮
一
助
教
（
北
大
病
院
先
端

医
療
技
術
教
育
研
究
開
発
セ

ン
タ
ー
副
セ
ン
タ
ー
長
）
は

指
摘
す
る
。

　
厚
生
労
働
科
学
研
究
班
が

02
〜
03
年
に
全
国
の
救
命
救

急
セ
ン
タ
ー
を
対
象
に
し
た

調
査
で
は
、
外
傷
に
よ
る
死

亡
の
約
４
割
は
適
切
な
治
療

が
行
わ
れ
れ
ば
救
命
で
き
た

可
能
性
が
あ
る
と
指
摘
。
20

年
後
の
現
在
、
関
東
や
関
西

な
ど
の
大
都
市
圏
で
は
複
数

の
救
急
病
院
に
外
傷
患
者
を

集
約
し
て
い
る
。

　
一
方
、
本
道
は
札
幌
や
旭

川
・
函
館
な
ど
の
都
市
部
を

除
く
と
、
点
在
す
る
地
方
都

市
の
中
規
模
病
院
で
一
定
の

初
期
治
療
を
行
う
こ
と
が
求

め
ら
れ
、
地
域
外
科
医
の
経

験
不
足
に
よ
っ
て
適
切
な
治

療
が
行
え
な
い
ケ
ー
ス
も
発

生
し
て
い
る
と
い
う
。
ド
ク

タ
ー
ヘ
リ
や
ド
ク
タ
ー
カ
ー

の
活
用
も
進
ん
で
い
る
が
、

現
場
到
着
ま
で
１
時
間
以
上

か
か
る
例
も
少
な
く
な
く
、

１
時
間
の
遅
れ
は
致
命
的
で

あ
る
上
、
ヘ
リ
は
荒
天
や
夜

間
は
飛
行
で
き
な
い
。

　
重
症
外
傷
の
初
期
対
応
に

は
「
ダ
メ
ー
ジ
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
手
術
」
が
用
い
ら
れ
る
。

た
と
え
画
像
検
査
を
行
う
余

裕
も
な
い
複
雑
な
臓
器
損
傷

に
対
し
て
も
、
適
切
な
出
血

制
御
を
行
う
同
手
術
は
一
定

の
知
識
と
経
験
が
必
要
で
、

道
内
で
実
施
で
き
る
外
科

医
は
限
ら
れ
る
。
日
常
の
定

期
手
術
で
は
習
得
で
き
な
い

が
、
外
科
医
な
ら
ト
レ
ー
ニ

外傷外科医の育成を 北大消化器
外 科 Ⅱ

（3）	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 2023年（令和5年）4月10日


